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持続可能な農業開発と土地制度
：~当巳
,i思 J 11 勉

1960年代の後半にはじまる東南アジア稲作の 「縁の革命」

は、当初イギリスの農業革命に匹敵する画期的意義をもつも

のと考えられた。今日では 「緑の革命」という 言葉はほとん

ど聞かれなくなっているが、それだけに定着化も進み、また、

これに伴う多くの問題も鮮明になってきている。この問題の性

格を考えるために、ここでイキリスの農業革命とは何であった

かを再考察する ことも無意味ではあるまい。

1 .イギリスの農業革命は18世紀後半から19世紀前半にか

けてイングラン ドを舞台に展開された農法上の一大変革であ

り、 当時の産業革命と 同時並行的に実現されたものである。

その典型はノーフォーク四圃輪栽式経営として出現し、その



農法の普及が農業革命の核心となった。やや図

式的にこれをみると、耕地は四等分され、そこ

に大麦、小麦、クローパ 、根菜類（かぶ）が植

付けられ、年々耕地の規則的な交替が行われた。

この農法の特徴は、耕地の半分以上に家畜の飼

料が植付けられ、それによって飼養された家畜

からの厩肥が耕地に還元されることにより、地

力の拡大再生産と穀物収量の増大が保証された

ことである。それは穀物生産と家畜生産とが農

場内において有機的に結合された混合農業であ

り、近代農業の確立と言われた。

ところで、忘、れてならないのは、イギリスで

は農法上の変革に土地制度上の変革が伴ったこ

とである。当時のイギリスにおいて農業革命の

一環として議会制エンクロージャー（囲い込み）

が行われ、農地の交換分合と大規模農場の形成

が行われた。更に、近代農法遂行の荷い手である

借地農には、革命の過程で借地権が保証されて

いった。その内容は21年に及ぶ長期借地期間と

作離料の支払いであった。このような保障の上で、

借地農は安心して土地改良をやり、地力のi函養

を行うことができたのである。ノーフォーク

農法の最大の普及者といわれたアーサー・ヤン

グは、 『フランス市己行』（1792）のなかで 「所有の

魔術は砂を化して黄金となす」と述べているが、

この場合の所有はわが国で普通理解されている

ような自作農を意味するのではなく、ヤングの

母国イギリスにおいて農業革命の遂行によく適

合した強固な借地権を意味したのである。かく

てイギリスの農業革命は、単に農法上の一大

変革であっただけでなく、近代的土地所有をも

伴うものであったところに重要な特色がある。

2.一方、東南アジアの「緑の革命」はどう

であったか。この地域では土地所有の不均等が

一般的にみられ、稲作の中心地帯で、は小作制も

相当広範にみられる。小作農は一般に高率地代

によ って貧困と負債の悪循環にある。こうした

土地制度には、ほとんど手をつけることなく、

「緑の革命」は政府によ って推進されていった。

むしろ「繰の革命」は土地制度改革に代わるも

のとして上から行われたのである。イギリスの

例とは異なり、土地制度改革抜きの農法変革で
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あったといえよう 。

今日、「緑の革命」の普及した稲作地域にお

いては、化学的投入財一辺倒によ って地力の低

下のみならず、生態系の撹乱がもたらされてい

る。地力の根本的な1函養が行われない背景に

は、前近代的土地制度下における農民の貧困ヵ、

ある。小作農の借地権にしても、情勢によりき

わめて不安定である。

3. 「緑の革命」の過程で、農村における貧

富の格差はいっそう拡大し、土地から排除され

る農民も出てきている。急激な人口増加ともあ

いま って、今日農村における土地無し農業労働

者増大の現象が普遍的にみられる。彼らのう

ちで農村で食えないものは、都市スラムに流入

するか、あるいは高地の森林伐採跡地に入りこ

んで焼畑をくり返している。フィリピンではこ

うした非伝統的焼畑農民の数はおよそ1000万か

ら1350万人と推定されている。この結果は高地

における深刻な土壌侵食現象である。こうして

平坦部稲作地では洪水と阜ばつの頻発が生じ

ている。かかる現象は単にフィリピンに｜浪ら

ず、他の東南アジア地域でもはほ共通してい

る。この地域の稲作生産の持続的発展のために

は、土地制度上の改革（土地所有の再配分も含

めて）と同時に水源の組養と水の安定供給が不

可欠であり、そのためには単に平坦部の稲作

のみを切り離して考えるのでなく、高地山間部

をも含めて一体として考慮することが必要であ

ろう 。

（日本大学農獣医学部国際地域研究所長、

熱帯農業研究センタ一顧問）



阿部元所長の叙勲記念祝賀会

熱研元所長の阿部四郎氏は平成4年度春に勲

三等旭日中綬章を受章された。その叙勲を祝う

会が平成5年4月9日に東京の学士会館本館で

行われた。

会は、 小林仁熱研所長を代表とする 7人の発

起人により計画された。北海道、旧農業技術研

究所、熱研、アジア太平洋地域畑作研究センタ

ーなどの関係者、計93名が出席した。

川~鳴良一氏、小倉武一氏、杉本忠利氏、林健

一氏、稲垣春郎氏、鳥山国士氏、西尾敏彦氏、

土屋茂氏、梶原敏宏氏、諸問慶昇氏より祝辞が

述べられた。

岡部さんの挨拶中に次のような言葉があった。

「一一一私カ、発展途上国と係わりのある仕事に

就いたのは50オになろうとする時で、年齢的に

は大変遅い出発でした。それから20年の問、世

界銀行、熱研、国連ESCAPの湿潤熱帯畑作研

究センタ一、国際研究機関CIATなどいくつか

熱研研究者に熱帯農業学会賞

の仕事に携わりました。 1981年に国連

ESCAPに赴任する時、先輩から『阿部君、貧乏

くじをひいたねえ。まあしかし、パイオニアと

しての大事な仕事。精一杯やってきてくれたま

え』という率直な送別の言葉を頂いたことを今

でも忘れることができません。今考えると嘘の

様な話ですが、その後、時代の流れが大きく変

わりました。今や熱研は国際農林水産業開発研究

センターとして新しく生まれ変わろうとしてい

ます。熱研OBの一人として、今後の飛躍と成

果を祈りたいと思います。」

現在、阿部さんは食料・農政研究センターに

勤務されているが、同センターの会長で前熱研

顧問の小倉武一氏は最近の著者JapaneseAgri 

cultural Policy Reconsideredで環境保全の研

究に力を入れるよう提言しておられる。時代は

動いており、その流れを先取りするような見識

が求められている。

友岡憲彦氏に「奨励賞」、ウリズン育種グループに「磯賞」

日本熱帯農業学会の平成5年度春季の講演会

は、筑波大学で3月29日、 30日の両日に行われ

た。席上、同学会の奨励賞が友岡憲彦氏に、磯賞に

シカクマメ品種「ウリズン」育種グループに授

与された。

同学会の奨励賞は今年度より設けられたもの

で、友岡氏は最初の受賞者になった。氏の業

績は 「アジアにおけるリョクトウの遺伝的多

様性と品種分化」の研究である。氏はアジア

各地から集めたリョクトウの種子タンパク質

のタイプを調べ、多様性の中心が西アジア（ア

フカニスタン、イラン、イラク）であることを

推定した。在来品種は今や急速になくなりつつ

あり、収集が緊急、の課題となっている。

シカクマメの品種「ウリスン」については、

熱研ニュース l巻4号を参照して頂きたい こ

の品種の育成には、高田寛之、阿部二朗、中村

1告、野口正樹、市橋｜後寿、沖村誠、花田俊雄な

どの諸氏が従事したが、学会では花田氏が代表

して受賞講演を行った。同グループは品種を育

成しただけではなく、シカクマメの栽培法につ

いても研究し、栽培一基準を明らかにしている。

中井信氏が新彊生物土壌砂漠研究所より名誉教授号を授与される

当センタ一環境資源利用部（現、企画連絡室）

の中井信博士は、「乾燥地の水動態・土壌特性

の解明」のため、 1990-1993年の問、中国新彊

省の新彊生物土壌砂漠研究所に滞在したが、帰

国にあたり、同研究所長の李述剛博士 ・教授よ
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り栄誉証書を授与された。栄誉証書には乾燥地

域の資源環境の研究に成績顕著なものがあった

ので、所の名誉教授号を授与すると記載されて

いる。



タイにおけるリョクトウの窒素固定

熱帯圏の土壌は、一般に肥沃度カ、低く作物の

生産性も余り高くない。経済的な理由から肥料

の投入が制限されるこれらの地域では、マメ科

植物と根粒菌の共生窒素固定を利用するのがそ

の改善に有効と思われる。しかし、それらの地域

での窒素固定の実態には不明な点が多いので、

これを明らかにしようとした。材料としては、

タイ国内で広〈栽培されているリョクトウを選

び、ポット及び圃場で栽培し、根粒の成長、窒

素固定活性の変化 （アセチレン還元法）、窒素

固定寄与率の変化（ 15 N自然存在率法）を調べ

た。また品種間での寄与率の差を調査した。

根粒の形成は、播種後 6-7日目に始まり全生

育期間中3回の増加期が認められた。窒素固定

活性は、無窒素施用区では、播種後12日目に現

れ、開花期（34日目）以後急速に高まり40日目に

ピークに達した。その後再び上昇して下降した。

一方、多窒素施用区（75kgN/ha）では、活性は

14日目に現れ、その後低〈 推移した。窒素固定

寄与率は、 無窒素施用区では、 16日目から急激

に上昇し開花期に40%に達し、 U後40 60%の

聞を変動した。したがって、主な窒素吸収源は、開

花期までは、土壌窒素でありそれ以降は、固定・

土壌窒素の両方であった。一方、多窒素施用区

では寄与率は低〈全生育期間を通じて10%以下

収穫期近くのリョ ク卜ウ
（タイ中央部タクファにて）

であった。窒素l吸収源は生育前半が土壌及び肥

料窒素、後半が土壌窒素であった。このように、

多量の窒素施用は、窒素固定作用を著しく抑制

した。収穫期近くのは品種の窒素固定寄与率を

調べたところ、 40-60%の値ヵ、得られたが品種

間差は検出されなかった（ 5 %水準）。 農家圃場

36箇所から採取したリョクトウ（収雅則）は、

恨粒がほとんど着生しておらず、寄与率は平均

23.2%と低かった。土着根粒菌が、栽培品種に

適合していない可能性が考えられた。

村上敏文 ・Settha,S.1・ Precha, W.1 

Nantakorn,B.1・米山忠克2・横山正・今井秀夫

( 1タイ農業局 ・2農研センター）

熱帯早生樹種を対象とした光環境の解析

熱帯地域では森林の破壊、荒廃地の拡大が進

んでおり、早急に森林の回復を図る必要がある。

アグロフォレストリーは熱帯地域の荒廃林地の

回復に最も有効な農 ・林複合システムとして期

待されているが、林木と作物聞の競争等に関わ

る生理 ・生態的特性は十分には明らかにされて

いない。そこでアグロフォレストリーにおける

光エネルギーの有効利用を検討するため、熱帯

地域の主要な造林樹種である早生樹の業の光反

射 ・透過特性と林内光環境の解析を行った。

葉表面での光反射率は700nm以上の遠赤色光
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域では高〈、光合成有効放射（ PAR）領域で

は低い。一方、業を透過した光は、~肉品Ill胞で

の吸収率がPA R領域では著しく高いが、遠赤

色光域では低〈、反射光とは対象的なスペクト

ルを示す。業による光の反射 ・吸収率は、それ

ぞ、れのめit視に特異的であることから、樹極特性

を表す有用な指標になり得ると考えられる。

樹冠が閉鎖した林分では、全天放射の大部分

が樹冠層で反射・吸収され、植物の生育に必要

な光エネルギーは林床まで届かない。また、樹

冠層を透過した林内散光は直達光とは著しく異



なり、全波長域にわたって平均化されたスペク

トルを示す。林床の光環境は樹種、林齢、植栽

間隔等によっても異なり、 2×2m、2×4mのア

カシア林分では植栽後3～ 4年で相対照度が20

%以下まで急激に低下し、それ以降も光量不足

はほとんど回復しない。

林内の光環境は樹冠関空率と密接な関係にあ

り、林冠を構成する樹種の樹冠構造に大きく依

存していることがわかる。このことから、各樹

種の樹冠特性を把握することにより、成長に伴

う林内光環境の推移を予測し、人為的調節が可

能であると考えられる。

中島 清 ・B. Thaiutsa （カセサート大学）

熱帯早生樹（εucalyptusdegluρta) 
5年生の林分

パパイアウイルス病のELIS A検定

沖縄のノマノfイアに、新たにノfノfイア愉点ウイ

ルスP系統 （PRSV-P）の発生を確認した

（日本初発生）。 PRSV-Pは、 potyvirusグ

ループlこ属する長さ約800nmのひも状ウイルス

で、パパイアの葉に奇形やモザイク症状を、果

実には輪点症状を生じる。一方、 従来からパパ

イアに広〈発生しているノfノマイア奇形葉モザイ

クウイルス （PLDMV）も、パパイアに生じ

る病徴やウイルス粒子の形態などがPRSV 

Pとほとんど同じである。このため、両者を判

別するのは非常に困難で、あった。また、これま

でパパイアのウイルスの簡易検定法は擁立され

（ ていなかった。そこで、両ウイルスの純化法を
検討し、抗血清を作製して、 ELI S A法によ

るウイルスの検定法を確立した。その結果、両

ウイルスを、パパイア感染葉i十液の 1, 0 0 0 

倍希釈液からも検出することができるようにな

り、迅速で高精度な検定が可能となった。また、

作製された PLDM V抗血清はPLDM Vと反

応したが、 PRSV Pとは反応せず、 PRS 

V-P抗血清はPRSV-Pとのみ反応し、 P

LDM Vとの反応、は認められなかった。このこ

とから両ウイルスはEL I S A法により明瞭に

識別されることが明らかになった。そこで、実

際に石垣島のパパイア100株における両ウイル
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スの発生状況をEL I S A法を用いて調査した

ところ、 88株から PLDM Vが、 7株から PR 

SV-Pが検出され、重複感染株も 1株みられ

た。以上のことから石垣島のパパイアには両ウ

イルスが発生しており、特に PLDM Vの発生

が多いことが明らかになった。本法は一度に多

数の試料の検定が可能であり、ウイルスの発生

調査などには極めて有効であることが示され

た。

沖縄支所作物保護研究室 員岡哲夫

字杉富雄

PRSV Pによるパパイア被害果



沖縄共同研究便り

その2

土壌微生物と稲わら管理が低投入持続型農業の土壌生産性に果たす役割

生産コスト、 エネルギ一保全、農薬汚染及び

環境保護等を含む土壌問題についての関心は、

低投入と持続型作物生産技術開発の必要性を、

きわだたせてきている。考慮する価値のある一

つの戦略として、有機物のリサイクル利用があ

る。これに関連した研究としては、 「土壌微生

物の活動は、土壌養分とりわけ作物生育に対す

る窒素栄養に関して重要な役割を演じている」

という実証研究がある。

こうした背景のもと 、夜、は昨年10月より今年

の9月迄の 1年間、熱研沖縄支所国際共同研究

科で、次のような課題について、共同研究を実

施している。①湛水条件下における水田土壌へ

の稲わら、セルロースの混入により、ひきおこ

される生物的窒素固定の効率的利用、②窒素無

機化及び稲生育に及ぼす稲残さの効果、のこつ

である。これら 2課題は、「熱帯 ・亜熱帯に特

有の植物、微生物を利用した効率的環境管理技

術の開発」という大課題のもとに進められてい

る。こうした課題への実質的な取り組みは、多

国聞の共同研究活動に関する理解を深め、拡大

するといった概念的理念的な成果にとどまら

ず、稲栽諸国、各国の低投入持続型栽培技術の

改善に対するカーィドラインとなるような、より

具体的な情報を、実質的に提供してくれるであ

ろっ 。

Dr. W aree Chaitep 

タイ農業局稲研究所

熱帯農業における低投入持続型農業のためのVA菌根菌施用

生物機能を利用した営農体系の必要性は、低

投入持続型農業とも関連しながら、徐々に成果

を上げつつある。化学肥料や農薬の使用は、生

産コストの増加、地表と地下の水の汚染をもたら

す。持続型農業における土壌微生物の果たす役

割は非常に重要となってきた。こうした状況

において、土壌と植物の相互作用におけるVesi-

cular-Arbuscular(V A）菌根菌の役割は、植物

の栄養環境を改良することにより、宿主植物の健

全な生育を改善、促進するものである。

リン酸量は、しばしば熱帯土壌において植物

の生育に大きな影響を与える。VA菌根菌の接

種はリン酸の吸収を高めることができる。根と

菌根菌の十分な共同は、リン酸の吸収が制限さ

れる領域においても、その吸収レンジの拡大を

もたらすであろう。しかし、 VA菌根菌の有効

性は、土壌そのものの肥沃度、その土壌に土着の

VA菌根菌、更には接種に対する各土壌の反応

に大きく依存している。

VA1基1恨菌の施用は、とりわけマメ科植物に

対し、より有効で、あろっ 。なぜならマメ科植物
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は、生育のみならず根粒形成と窒素固定のため

に、高いリン酸要求性を持つからである。

私は、熱研における招へい共同研究員の l人

であり、 「熱帯・亜熱帯に特有の植物・微生物

を利用した効率的環境管理技術の開発」という

研究テーマのもと、仙北科長、安達研究員の指

導を得て研究を行っている。私の研究は、酸

性土壌におけるササゲとソルガムのリン栄養

へのVA菌根菌の寄与、及び他の栄養要因との

相互作用である。特に、持続型農業のためリン

肥料の一部をVA菌根菌施用により代用する可

能性について、興味をもち研究を進めている。

期待される研究成果としては、①単離された

特定のVAN!根菌の利用により、栽培不良環境

が緩和されるであろう様々な条件を明らかに

し、②そのVA菌根菌を大量に培養し、 ③利用

者へ施用指標を添えて提供することの 3点で

ある。

Dr. Brijesh D. Sharma 

インド中央乾燥地農業研究所



環境管理としての造林計画

ナイジエリア国土面積の約37%・ 345, 000km'が

森林で占められており、現在、国土の9.8%に

及ぶ森林が保存林に指定されている。森林の生

態系は、食糧、薬、建築材料、繊維等、多くの

貴重な有用植物種を含んでおり、工業原材料を

供給するばか りではなく、生態環境破壊を防〈

緩衝帯としての役割も果たしている。

急激な人口増加と、これまでにない経済活動

の拡大、発展がナイジエ リアの森林資源に激し

い過剰負担をかけている。それにより、多くの

有用林や低木などが破壊されつつあり、土地の

荒廃をもたらすは‘か りではなく、生物も殆ど絶

滅の危機に瀕している状態である。この状況を

救うため、現在植生の保護や維持は勿論のこと 、

大規模な造林事業が政府の指導のもと、ナイジ

人 の

0異動関係
平成5年4月5日付
派込1職員（III際稲研究所平成6年il月30日まで）
(J／；鍛技術研究部主任研究官）

平成5年6月1日付

Jドi金時,j[

l;'lJ且1資源利用古II主任研究官（i;iJ也試験場生態部土唆微生物研究室長）

加除 1唱彦

0海外出張者氏名（平成5年5月～6月）

研究管理調査

短期在外研究

長期在外研究

氏名

小林

川良弘 法三

小林院美

水j!f 正巳

/Jf1＼長｛！？光

t長聖y i垂
松本 ｜場介

上村 子十号

桑原柑i董

~1,1.(\ ii'i 
江川在j1J1

似:Cr 純

市i村克也

1[1［副初年

西村宏一

iif里町fj古

守J＇尾山夫
三浦慾蔵

松本和馬

小）il. 宣告II甘
義IJ,¥ 'i{;'Jl. 

｝青

品 副f

盛丸 副f

凹回ta試験場
農業総合研究所

肱 fi/f 

生え 日f

森林総合研究所

森林総合研究所

主1 』Jf

熱 u!f 

生λ 6Jf 

主九 日f

熱 {,if 

熱 日f

銑 6/f 

熱 6/f 

生九 f,)f 

熱 6/f 

凪 日f

歓 6Jf 

熱 6/f 

属

エリア森林研究所により実施されている。これ

らの活動の中には、森林伐採区への植林、荒廃

した土地の復興、侵食防止、防風林の定着化、

といった土壌管理及び沙漠化や干は、つに対する

環境保護活動も含まれている。また、森林の生

育量や収量増をめさし、 さまざまな造林技術が

開発され利用されている。パルプや製紙工業の

原材料として大規模なマツ植林事業も研究所の

委託事業のーっとして実施されている。

TARCでの私の研究目的は、異なったpHや

肥沃度をもっ土壌条件下での各種樹木への菌根

接種に対する反応性を調べることにあり、将来、

母国ナイジエリアにおける植物や微生物を用い

た森林環境管理技術の開発につなげたい。

Dr. A. P. Alukoナイジエリア森林研究所

動 き

農業研究セ〆タ 企画利根部主任研究右（環境資源干IJ/H/¥I＼主任研究’自）

村山霊lを
防職（研究者1一部主任研究rrl
平成5年7月6日付

上肘義悦

Ka研究セ／タ一所長（熱仰股業研究センタ一所長）
州市農業研究センタ一所長（農林水産技術会議 •J＼，務局長 ）

小休 L 
lli/', 主二

先 出 ilk JYJ 1::1 

プエjレ｜リコ 05.05.22～05.05.31 

7レイシア 05.06.04～05.06.15 

7レインア 05.06.04～05.06.17 

モロッコ 05 .05. 25～05.06.18 

中華人民共和国 05.0616～05 07 17 

タイ 05.06.16～05.07.02 

7レインア 05.06.18～05.07 .17 

7レイ ＇，，T 05.06.18～05.07 .17 

タイ 05.05.12～05.09.30 

ブラジル 05.05.10～05.08.19 

タイ、マレインア 05.05.10～05.08.17 

スリランカ 05.05.06～05.09.02 

ブラジル、パラグアイ 05.05.10～05.09.16 

インド不ンア 05.05.27～05.10.20 

タイ 05.06.01～05.11.25 

エチオピア、ケニ了、イギリス 05.05.25～06.03.18 

ナイジエリア、イギリス、ニジエール、カメルーン、ガー十 05.05.23～05.12.27

7ィ＇｝ピン、 7レイシア 05 05.26～05.09.25 

インドネンア 05.06.02～05.11.04 

タイ 05.06.21～05.11 19 

中華人l（」H日国 05.06.24～05.11 19 

-7-



サバンナの持続可能な開発への挑戦

見渡す限りの草原とまばらな立木一一これが

熱帯の典型的な景観のひとつであるサバンナで

ある。南米大陸には 2億4千万ヘクタール （日

本の国土面積の6.3倍）のサノ〈ンナがあるもの

の、現在はも っぱら粧l放な放牧地として利用さ

れているにすぎない。il:¥UI！＆：な気候と｜峰悶量には

比較的恵まれているが、生産力は極めて低〈、ま

た脆弱である。集約的な農業開発が始ま ってい

る一部の地域（たとえばブラジルのセラードの

一部）は深刻な土壌劣化問題に直面している。

このサバンナの草地生産力を持続可能なやり

方で上げて行くために熱研はコロンビアにある

国際熱帯農業センター （CIAT）との共同研

究を1977年に開始し、これまでに 6人の研究者

を熱帯牧草プログラムに派遣してきた。

改良牧草の定着

1977年から84年における主要な研究内容は、

①草地の定量的評価のための簡便な方法の開発、

②火入れ ・放牧と植生変化の関係の研究であっ

た。

1984年以降は、種子を付着させた肥料マクロ

ペレットの地上播種による熱帯草地の改良の研

CIAT本部（コロ ンピア・カリ市）

熱研ニュース Vol4 No. 2 

一一一熱研と CIA Tの共同研究

究が推進されてきた。

このマクロペレ ット法は、低コストの草地定

着、すなわち肥料と種子を同じ場所に置く事に

よってそれらの量を既存方法よりも軽減させる

事を目的としている。現在までに、ペレットに

用いる最適な肥料の種類と分量、およびペレ ッ

トの大きさカ、試験によって求められた。不耕起

で、除草剤を用いた圃場試験がコロンビア東ジ

ャノス平原カリマグアにおいて笑施された。こ

の種子付着マクロペレッ卜の使用は、マメ科牧

草の満足すべき早期定着とその後の旺盛な生育

という結果をもたらした。

酸性の脊薄な土壌に耐性のある陸稲

1992年からは新しくイネプロクラムとの共同

研究が、作物生理専門家の派遣によって開始さ

れた。この研究は、陸稲の根の酸性脊薄土壌に

対する適応に関する生理的な機構を理解するこ

とを目的としている。イネとサノ〈ンナの結びつ

きには一見違和感を覚えられるかも知れないが、

現在、“イネー牧草作付体系”の技術がサバン

ナを大幅に改善しつつあるのである。

10年間にわたる CI A Tの研究によって、サ

バンナ土壌に耐性を持つ最初の高収量陸稲品種

(Sabana 6）が開発された。農家はこの品種を

改良牧草とともに播種する。4か月後にイネは

収穫され、草地は家畜の放牧に供される。米は

熱帯中南米における最重要カロ リー源だが、こ

の技術によ って米と食肉両方の生産が飛躍的に

高まることがCI A Tの研究によ って示された。

本共同研究では、①耐性機構の解明、 ②スク

リーニング法の開発、③関与遺伝子の解明、を

通じて陸稲の育種のさらなる進展に貢献するこ

とを目指している。

（研究第一部北原徳久 ・岡田謙介）
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